
シラフヨツボシヒゲナガカミキリ

エゾマツやトドマツの幹や丸太から木くずがでる．樹皮下や材内に細長い白いイモムシ（幼虫）．最大長約70mm．材に楕円形

の穴が開く．長径最大10mm．普通，丸太や倒木に発生し，材質を不良にする．ごくまれながら衰弱した木を加害し，枯らすこ

ともある．

成虫はカミキリムシ．体長20～35mm．体は黒い．雄ではさやばねの先端が黄色っぽくなる．雌ではさやばねに白い複雑な斑紋

がある．エゾマツやトドマツの枝先の樹皮を食べ，枝先を枯らすことがある．土場周辺で多発する．

【学名】 Monochamus urussovii 

【分類】 コウチュウ目（Coleoptera），カミキリムシ科（Cerambycidae）

【分布】 北海道；ユーラシア大陸北部．

【生態】

エゾマツ，アカエゾマツ，トドマツに多い．カラマツにも寄生するといわれる．

卵から成虫まで北海道では普通２年かかる．成虫は６～９月に出現し，針葉樹の小枝の樹皮を食べる．

雌成虫は樹皮にかみ傷を付け，そこに１個ずつ卵を産む．幼虫は最初は形成層付近を食べるが，成長すると材内に穿孔する．材

表面から中心に向かい10cmほどまで穿孔する．

【被害と防除】

山土場に集積した丸太の材質劣化を引き起こす．成虫が出現，産卵する６～９月は伐採は行わない，また，この時期は丸太を林

内や山土場に置かないようにして予防する．
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